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まち（むら）協 ７者７様

　日南町では、７つのまち（むら）づくり協議会が、それぞれの地域の特色ある地域づくりの
取り組みを行っています。地域のみなさんが自らの地域の課題をまち（むら）協に持ち寄り、
知恵をしぼり工夫を凝らしてその課題解決に取り組んでいます。
　「広報にちなん」では、各まち（むら）づくり協議会が今年度重点的に行う活動を、今月から
２号にわたってご紹介します。

　
石
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
各
自
治

会
の
活
動
を
応
援
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
、
安
全
で
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
石
見
地
域
は
、
古
く
か
ら
大
倉
山
を
シ
ン

ボ
ル
に
住
民
が
相
和
し
、
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
あ
る
地
域

性
を
今
後
も
大
切
に
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
住
民
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
石
見
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
大
倉
山
の
登
山
道
と
登
山
道
案
内
看
板
の

修
繕
を
行
い
、
貴
重
な
地
域
資
源
の
更
な
る

活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　
石
見
地
域
の
地
域
資
源
に
は
、
令
和
６
年

12
月
に
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ
上

石
見
駅
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
Ｐ
Ｒ
活

動
を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き

写
真
展
示
な
ど
の
企
画
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
活
動
の
も
う
一
つ
の
柱

と
し
て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
・
世
代

間
交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

シ
ニ
ア
世
代
ま
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
石
見
ま
ち
協
で
は
、
令
和
４
年
度
に
ゲ
ー

ム
の
力
で
シ
ニ
ア
の
健
康
寿
命
延
伸
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
健
康
ゲ
ー
ム
指
導
士
」
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後
は
資
格
を
活
か

し
、
百
歳
体
操
の
会
場
で
の
出
張
・
出
前
講

座
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

石
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ー
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
・大
倉
山
の
保
全
と

　　　　　　　　　ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
・世
代
間
交
流
ー

和太鼓リズムゲームで、幅広い世代の交流を行いま
す。また、内容が固定化しつつある百歳体操の場で
も活用し、活動の活性化を図ります。

地域のシンボルである大倉山。登山道等の環境を整
備し、大山や花見山、岡山県側の山々が一望できる
大倉山の魅力を登山愛好家にPRしていきます。

　
日
野
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
「
元

気
・
勇
気
・
や
る
気
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
５
ヶ
年
計
画
を
作
成
・
実
行
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
豊
か

で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
充
実
し
た
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
地
域
Ｐ
Ｒ
活

動
の
強
化
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
Ｊ
Ｒ
生
山
駅
が
無
人
化
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
玄
関
口
が
と
て

も
寂
し
く
感
じ
る
と
い
う
地
元
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
「
一
歩
」
の
閉
店
後
ほ
ぼ
利
活
用
の
な

か
っ
た
生
山
駅
構
内
の
「
地
域
間
交
流
施

設
」
（
無
料
休
憩
所
）
を
、
グ
ル
ー
プ
活
動

や
カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど
に
活
用
し
、
地
域
内

外
の
方
が
集
い
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
と
し
て
再
生
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
や
移
住
・
定
住
に
関
す
る
情

報
の
ア
ピ
ー
ル
拠
点
や
町
内
外
の
方
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活

用
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
」
を

目
指
し
、
施
設
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
今
年
度
の
も
う
一
つ
の
活
動
の
柱
は
、
日

野
上
イ
チ
ョ
ウ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
継
続
と
イ
ベ

ン
ト
来
場
者
の
満
足
度
向
上
で
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
山
里
Ｌ
ｏ
ａ
ｄ
に
ち
な

ん
が
運
営
主
体
と
な
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

や
駐
車
場
・
会
場
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

日
野
上
ま
ち
協
と
し
て
も
来
場
者
の
満
足
度

を
よ
り
高
め
る
た
め
、
会
場
内
で
の
お
も
て

な
し
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

日
野
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ー
「
地
域
間
交
流
施
設
」
の
有
効
活
用
と

　　　　　　　　　　　　　日
野
上
イ
チ
ョ
ウ
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
ー

日野上イチョウについては、SNS等での情報発信を
継続し、来場者に配布するノベルティグッズを拡充
するなど、より多くの来場者へPRを行う予定です。

毎週木曜日に生山駅構内の無料休憩所で、コミュニ
ティカフェ「にちにゃんこカフェ」をオープンして
います。地域のみなさんにも大好評です。

　
大
宮
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
た
た
ら
の

資
料
な
ど
地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
た
展
示
品

が
充
実
し
て
お
り
、
地
域
内
外
か
ら
見
学
者

が
来
訪
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
休
憩

施
設
等
が
地
域
内
に
不
足
し
て
い
る
の
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
交
流
活
動
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
「
憩
い
の
場
」
「
集
い
の
場
」
を

求
め
る
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
令
和
４
年
10
月
に
「
ま
ち
協
カ

フ
ェ 

き
ぐ
う
の
森
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
ち
協
カ
フ
ェ
は
、
集
落
支
援
員
が
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
て
週
２
日
オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
は
地
域
の
み
な

さ
ん
に
も
大
好
評
で
、
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
に
約
２
５
０
人
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
地
域
住
民
が
持
ち
寄
っ
た

ひ
な
人
形
や
鯉
の
ぼ
り
の
特
別
展
示
を
行
う

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
こ
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
裏
に
あ
る
ピ
ザ
窯
の
修

繕
を
行
い
、
ま
ち
協
カ
フ
ェ
で
の
ピ
ザ
の
提

供
や
ピ
ザ
作
り
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
裏
庭
に
四
季
折
々
の
花

を
植
え
て
景
観
を
整
備
し
、
野
外
カ
フ
ェ
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
元
だ
け
で
な
く
他
地
域

の
方
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、
大
宮
地

域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ー
「
憩
い
の
場
」
「
集
い
の
場
」
と
し
て
の

　　　　　　　　　　　　　　　ま
ち
協
カ
フ
ェ
の
更
な
る
発
展
ー

地域の方の協力も得ながら、精力的にセンター裏庭
の整備に取り組んでいます。最近は、ハーブガーデ
ンにも花が咲き始めました。

こどもの日に合わせ、カフェで鯉のぼりや兜飾りの
特別展示を行いました。地域の方が描かれた武者絵
のぼりも展示し、多くの来場がありました。

～それぞれに特色ある
　　　　　　まち（むら）づくり協議会の取り組み～
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題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
交
流
活
動
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
「
憩
い
の
場
」
「
集
い
の
場
」
を

求
め
る
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
令
和
４
年
10
月
に
「
ま
ち
協
カ

フ
ェ 

き
ぐ
う
の
森
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
ち
協
カ
フ
ェ
は
、
集
落
支
援
員
が
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
て
週
２
日
オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
は
地
域
の
み
な

さ
ん
に
も
大
好
評
で
、
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
に
約
２
５
０
人
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
地
域
住
民
が
持
ち
寄
っ
た

ひ
な
人
形
や
鯉
の
ぼ
り
の
特
別
展
示
を
行
う

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
こ
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
裏
に
あ
る
ピ
ザ
窯
の
修

繕
を
行
い
、
ま
ち
協
カ
フ
ェ
で
の
ピ
ザ
の
提

供
や
ピ
ザ
作
り
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
裏
庭
に
四
季
折
々
の
花

を
植
え
て
景
観
を
整
備
し
、
野
外
カ
フ
ェ
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
元
だ
け
で
な
く
他
地
域

の
方
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、
大
宮
地

域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ー
「
憩
い
の
場
」
「
集
い
の
場
」
と
し
て
の

　　　　　　　　　　　　　　　ま
ち
協
カ
フ
ェ
の
更
な
る
発
展
ー

地域の方の協力も得ながら、精力的にセンター裏庭
の整備に取り組んでいます。最近は、ハーブガーデ
ンにも花が咲き始めました。

こどもの日に合わせ、カフェで鯉のぼりや兜飾りの
特別展示を行いました。地域の方が描かれた武者絵
のぼりも展示し、多くの来場がありました。

～それぞれに特色ある
　　　　　　まち（むら）づくり協議会の取り組み～

特集



「まなびや縁側」日南拠点

日野郡公設塾「まなびや縁側」日南拠点
日南町生山148-2  ステーションアベニューぷらら２階
電　話：080-8035-1460
E-mail：nichi.manabiya@gmail.com
対　　象：中学生、高校生
塾　　費：中学生無料／高校生1,000円(月額)

開塾日時：火～金 13:00～20:00 ／ 土10:00～18:00
休 塾 日：日・月・祝日（休塾日と祝日が重なる場合は、翌火曜日も）

開塾カレンダー、行事予定、塾の様子など facebook 

で最新情報を発信中！

 広報にちなん令和５年６月　  ４

外国語指導助手
ルーシーの Happy Column Hello!

ルーシーです

雨の単語のクロスワード

　新年度がスタートして２ヶ月が経とうとしています。中高生のみなさんは、新しい学校や新しい学年での

生活にそろそろ慣れてこられたことでしょう。まなびや縁側では、みなさんの生活がより充実するようサポー

トを行っています。ぜひ一度、見学や体験に来てください。

ま
な
び
や
縁
側

　日
南
拠
点

　将来のために勉強しよう、何かにチャレンジしてみよう、そんな前向きな気持ちを持つためには、生徒のみな
さんの安心安全が確保されている必要があります。そのため、日南拠点では何よりもまず、生徒のみなさんが安
心して利用できるような環境づくりに努めています。

安心安全

　まなびや縁側では、町内だけでなく、町外の子どもや大人とも出会う機会を設けています。また、町内外の方々
と連携し、様々な体験ができる機会も設けています。これを通じて、生徒の自己理解や自己実現につなげていき
たいと考えています。

多様な出会いや体験

　生徒は一人ひとり、興味関心や得意不得意、発達段階や学力などが異なるため、日南拠点ではそれぞれの生徒
に合わせて対応しています。生徒のみなさんが自分らしさを大切にし、それを発揮できるようサポートします。

個別対応

　まなびや縁側では、過ごし方を生徒自身が決めます。これは、社会に出たときに求められる主体性（自分で考
え、自分で決断し、責任を持って行動する能力）を育むことにつながると考えています。

主体性



５　  広報にちなん令和５年６月

英検受験料の補助を始めました！

詳しくはこちら▼

または
町ホームページから

英検

　今年度から、英語検定（英検）の受験料補助を始めました。対象は小学生～高校生です。
英検は年に３回実施されます。
　英検を受験するメリットとして、
　①自分の英語力を測ることができる（自信につながる）
　②進路につながる（高校入試、大学入試で有利になる学校があります）
　③世界が広がる（コミュニケーションの幅が広がる）
　などが挙げられます。
　特に、②のメリットについて説明します。高校入試では鳥取県の県立高校の特色選抜入試
を受ける条件の中に、「英検の特定の級を持っていること」を入れている学校が西部地区に
2校あります。また、私立高校においては、英検の特定の級を持っていると一般入試の得点
に加算される学校が1校あります。大学入試では入試での得点化や出願要件にしている国公
立大学が22校、私立大学が226校あります。このように英検の特定の級を持っていると、
進路選択の幅が広がります。
　英検受験料補助の詳細は、日南町のホームページに掲載しています。左のQRコードを読
み取るか、日南町のホームページの検索窓で「英検」と検索すると、検索結果に「日南町英
語検定補助金／日南町」と表示されますので、そちらをご覧ください。また、ご不明な点な
どがありましたら、教育委員会事務局へご連絡ください。
【問合せ】教育委員会事務局（教育課 幼児・学校教育室）TEL：82-1118

活力ある文化団体等支援助成金
　日南町では、個人・サークル等による主体的な文化・スポーツ活動を支援するための助成を行ってい
ます。新しい活動に挑戦する方も、今の活動をより深めたい方も、まずはお気軽にご相談ください。　
　　

【問合せ】教育委員会事務局（教育課 生涯学習室）　TEL：82-1118　Eメール：s1012@town.nichinan.lg.jp

◆どんな活動が対象になるの？
　町民のみなさんが主体的に行う文化・スポーツ
　の振興につながる活動が対象です。
　【過去の事例】
　（文化活動）
　　歴史研究活動、外国語学習、ダンス、バンド、
　　太鼓、神楽、かしら打ち
　（スポーツ）
　　スポーツクラブ、ウォーキング、太極拳、
　　グラウンドゴルフ
　※営利目的の活動は対象外です。
　※町が交付する他の補助金や助成金と重複し
　　て交付を受けることはできません。

◆助成対象となる経費（過去の申請事例より）
　【報償費】講師・指導者への謝金
　【使用料】施設・設備使用料、機器レンタル料
　【役務費】郵券料、宅配料
　【委託料】デザイン委託、看板製作委託
　【需用費】（文化活動）テキスト、文房具、教材
　　　　　　（スポーツ）ボール、ラケット、救急用品
　【備品費】（文化活動）DVDプレーヤー、楽器
　　　　　　（スポーツ）ユニフォーム、タイマー

◆申請手続き等について
　6月30日(金)までに、必要書類を教育委員会事務局へ提
　出してください。
　（必要書類：申請書、計画書、見積書等）
　助成金交付を受ける場合、10月に開催する「にちなんふる里
　まつり」にて、活動内容の展示発表を行っていただきます。
　【申請様式・交付要綱等】https://onl.bz/f9kDANe
　　右のQRコードからもHPの閲覧と資料
　　のダウンロードが可能です。
　　資料は教育委員会事務局でも配布して
　　います。

◆助成金額の上限
　①基本型　15,000円
　　・新たに活動を始める個人・団体
　　・小規模な活動の維持を目的としたもの
　②発展型　50,000円
　　・他団体のモデルとなり、町の文化、スポー
　　　ツ事業の活性化に貢献するもの



福祉保健課 

412
　令和5年度の集団検診について、５月８日(月)から予約を受け付けています。
　全ての日程の予約が可能です。ご希望の受診日の２週間前までにご予約
ください。（インターネット予約につきましては、受診日の３週間前までに
ご予約ください。）
※上限人数に達した検診日については、２週間前を待たずに予約受付を終了
　することがあります。希望日が決まりましたら、お早めにお申込みください。

保健師

田淵  沙希

日南町のみなさん！
住民検診の予約は
お済みですか？

 広報にちなん令和５年６月　  ６

集団検診【完全予約制】

下記の日程から、ご希望の日程をご予約ください。

会場：日南町総合文化センター

◎健康診査とがん検診の同時受診が可能です。
◎３万円近くかかる検査が自己負担なしでお得に受け
　られます。
　（協会けんぽ扶養家族の方は特定健診に費用が掛か
　　る場合があります。）
※予約方法等の詳細は『広報にちなん5月号』とあわせ
　てお配りした『令和5年度日南町住民検診の大切なお
　知らせ』または町ホームページをご覧ください。

医療機関検診【事前予約制】

下記の医療機関で実施しています。

◎町民の方は、無料で受診できます。
　受診を希望される方は、役場福祉保健課までご連絡ください。
※職場の検診で受診機会がない方は、町の検診として無料で受
　診できます。一度、職場の検診の内容をご確認ください。
　まずは、お気軽にご相談ください。

６月

７月

９月
10月
12月
1月

8日(木)・９日(金)
11日(日)　
6日(木)
7日(金)・８日(土)
15日(金)
12日(木)
6日(水)
18日(木)

午前・午後
午前のみ
午前・午後

午前のみ

日  程

受けにゃ損だで！

※1月のみ、子宮がん検診、乳がん検診は実施しません。

日南病院
江尾診療所
日野病院
西伯病院

胃がん
〇
〇
〇
〇

子宮がん

〇
〇

乳がん

〇

最後に、、、
検診は受けて終わりではありません。
検診の結果から、自分の身体の様子を見直してみてください。
福祉保健課では、検診結果に関するご相談もお待ちしております。
お気軽に、ご相談ください。
【問合せ】役場福祉保健課　TEL：82-0374

※

受付時間

≪受診までの流れ≫
　① 福祉保健課へ申込み
　② 福祉保健課から受診に必要な書類を郵送
　③ 医療機関へ検診日を予約
　④ ②の書類を持参して受診
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６
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

【
取
り
巻
く
現
状
】

　罪
や
非
行
を
犯
し
、
刑
を
終
え
て
出

所
し
た
人
に
は
、
本
人
に
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
意
欲
が
あ
っ
て
も
、
社
会
復
帰

が
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

地
域
社
会
の
根
強
い
偏
見
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
、
悪
意
あ
る
噂
な
ど
が
就

職
等
に
影
響
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　ま
た
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
本
人

だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
も
、
地
域
住

民
や
社
会
か
ら
偏
見
や
差
別
を
受
け
、

家
族
が
離
散
し
た
り
、
引
っ
越
し
を
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　そ
の
結
果
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
意

欲
が
そ
が
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
居
場
所

を
な
く
し
た
り
、
相
談
相
手
が
い
な
い

こ
と
な
ど
で
再
び
非
行
や
罪
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
年
再
犯
者

の
割
合
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
立
ち
直
り
の
支
え
】

　刑
を
終
え
て
出
所
し
、
社
会
復
帰
を

果
た
そ
う
と
す
る
人
が
再
び
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
、
私
た
ち
が
そ
の
再

出
発
に
寄
り
添
い
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
こ
と
は
、
社
会
の
た
め
に
も
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
す
。

　平
成
19
年
に
は
国
の
施
策
と
し
て

「
更
生
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
更
生
保
護
」
と
は
、
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
の
あ
る
少
年
を
社
会
の
中
で
指

導
・
援
助
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
再
犯

を
防
ぎ
、
非
行
を
な
く
し
、
こ
れ
ら
の

人
た
ち
が
自
立
し
改
善
更
生
す
る
こ
と

を
助
け
る
こ
と
で
す
。
保
護
観
察
を
受

け
て
い
る
人
が
普
通
に
生
活
を
し
な
が

ら
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直
り
が
で

き
る
よ
う
、
国
の
専
門
職
で
あ
る
「
保

護
観
察
官
」
と
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
「
保
護
司
」
な
ど
が
協
力
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
更
生
保
護
が
法
律
と
し

て
制
定
さ
れ
た
の
は
近
年
で
す
が
、
江

戸
時
代
に
は
罪
を
犯
し
た
人
な
ど
に
対

し
て
の
就
労
支
援
策
と
し
て
、
長
谷
川

平
蔵
の
建
議
に
よ
り
松
平
定
信
が

「
人
足
寄
場
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
民
間
で
は
、
金
原
明
善
と
川
村

矯
一
郎
ら
が
尽
力
し
、
明
治
21
年
、
静

岡
県
に
「
出
獄
人
保
護
会
社
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
で
は
１
７
０
０

人
を
超
え
る
保
護
委
員
を
全
県
下
に
委

嘱
し
た
そ
う
で
す
。

　更
生
保
護
の
精
神
は
、
こ
の
よ
う
な

礎
の
も
と
、
現
在
の
保
護
司
制
度
に
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
現
在
「
更
生
保

護
」
を
担
っ
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
「
保
護
司
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
女
性
や
少
年
少
女
た
ち
を
支
援
す

る
立
場
、
仕
事
の
協
力
雇
用
主
と
し
て

の
立
場
等
、
様
々
な
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ

が
連
携
し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち

直
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
地
域
社
会
や
家
庭
、
学
校
、

職
場
な
ど
で
広
く
更
生
保
護
活
動
の
啓

発
を
行
い
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

■
日
時
　
毎
月
第
４
月
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一
時
休
止
し
て

い
た
１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
を
再
開
し

ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
活
か
し
、
広
く

交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
毎
月
１
回
セ
ン
タ
ー
職
員

が
腕
を
振
る
い
、
朝
食
を
提
供
し
ま
す
。

わ
ず
か
１
０
０
円
で
お
い
し
い
朝
食
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時
　
６
月
９
日
（
金
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
向
か
い
）

　人
権
や
行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

を
、
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

７　  広報にちなん令和５年６月

刑
を
終
え
た
人
の
人
権

「
更
生
保
護
制
度
」
に
つ
い
て

１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
の
再
開

〜
再
犯
を
防
止
し
、

　
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
〜

に
ん
そ
く
よ
せ
ば

き
ん
ぱ
ら
め
い
ぜ
ん

か
わ
む
ら

き
ょ
う
い
ち
ろ
う

お
わ
び
　
広
報
に
ち
な
ん
５
月
号

４
月
25
日
発
行
の
広
報
に
ち
な
ん
５
月
号
に
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

●
訂
正
箇
所
：
13
ペ
ー
ジ
　
人
権
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
３
段
目
の
末
尾
５
行
は
、
本
文
と
関
連
の
な
い
も
の
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



阿毘縁りんごのリキュールが完成

　阿毘縁産のふじりんごを使用し、境港市の千代むすび酒造㈱が製造した「りんごリキュール」が完成し、道の駅

にちなん日野川の郷でお披露目会が行われました。この日は、阿毘縁特産グループの林冨實代さん（下阿毘縁）と

千代むすび酒造㈱の総杜氏兼常務取締役の岡空聡さん、中村町長らが参加し、完成したばかりのリキュールを試飲

しました。

　りんごは少し傷が付いたり出荷規格に合わなかったりすると、出荷することができず廃棄となってしまうものも

あります。阿毘縁特産グループでは、このようなりんごを使用してりんご酢などに加工して販売していましたが、

より幅広く日南町産のりんごの魅力を発信したいとの思いから、昨年度から千代むすび酒造㈱とのコラボ商品を開

発しています。

　４月に440本限定で発売したこのリキュールは、好評につきすぐに完売したとのことです。

道の駅にちなん日野川の郷オープン7周年

　道の駅にちなん日野川の郷は４月22日にオープン7周年を迎え、記念のイベントが行われました。フリーマー

ケットやキッチンカーの出店、町内グループによる音楽やダンスのパフォーマンス、木工教室などが行われ、多く

の来場者でにぎわいました。

まちの話題まちの話題

  広報にちなん令和５年６月　  ８

４
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まちの話題まちの話題

町議会議員選挙 10人に当選証書

　任期満了に伴う日南町議会議員選挙は無投票による

当選が決まり、当選した議員への当選証書付与式が４月

12日に役場で行われました。付与式では、日南町選挙

管理委員会の大塚武史委員長からそれぞれの議員へ、

当選証書が手渡されました。

　また、５月12日には令和５年第３回日南町議会臨時

会が行われ、議長に山本芳昭さん（下石見）、副議長

に近藤仁志さん（笠木）が選出されました。

　今回当選した議員の任期は令和５年４月30日から令

和９年４月29日までの

４年間です｡

　議員の紹介、各常任

委員や議会運営委員な

ど議会の新体制につい

ては、『議会だより

171号』に掲載してい

ますのでご覧ください。

おおつか たけふみ

やまもと よしあき

こんどう ひとし

記念ポストカードをプレゼント！

　JR生山駅は、1923（大正12）年11月28日に開業し、今年で

100周年を迎えます。山里Loadにちなんではこれを記念し、４月

28日から12月28日までの間、JR生山駅の入場券または生山駅を

発着する切符を購入された方を対象に、生山駅開業100周年記念

のポストカード（非売品）をプレゼントしています。

　山里Loadにちなんは生山駅構内に事務所を構えており、その生

山駅の利用をさらに促進していきたいという思いから企画したも

のです。たくさんの利用をお待ちしています。

≪記念ポストカードの受け取り方≫

①JR生山駅に設置の券売機で入場券または切符等（定期券・回数券・ICカード等を含む）を購入する。

②購入した入場券または切符等を、山里Loadにちなんに持参し、職員へ提示する。

※ポストカードのプレゼントはひとり1日1回までとし、在庫がなくなり次第、本企画は終了します。

※切符等は当日利用分または未使用分が対象です。

※ICOCA(イコカ)等のICカードや電子決済アプリをご利用の場合も、ポストカード受け取りの対象となります。

　利用履歴が分かるものをご提示ください。

※他の駅で購入された生山駅着の切符も対象です。購入履歴が分かるもの（切符の画像等）をご提示ください。

ストリートピアノがやってきた！

　使わなくなったピアノを有効活用してほしいという方の寄付を受け、生山駅にピア

ノが設置されました。「ストリートピアノ」とは、公共の場所に設置された誰でも自

由に弾ける状態のピアノのことで、音楽を通じて人と人とのつながりを生み出すと

いった趣旨を込めて設置されています。ストリートピアノは20年前頃にイギリスで始

まったとされ、日本国内でも全国各地に設置されています。

　生山駅に設置したピアノも、どなたでも自由に弾くことができますので、ぜひお気

軽にメロディを奏でてみてください。

【問合せ】山里 Load にちなん（日南町生山 153 番地 2　JR生山駅構内）　　TEL：82-1715

　　　　　営業時間：8：15～17：00（6月10日・17日・24日、7月8日・15日・22日・29日は８：15～15：00）

９　  広報にちなん令和５年６月

高知県・土佐清水市の道の駅で
日南米のPR

　高知県土佐清水市にリニューアルオープンした「道

の駅めじかの里土佐清水」でオープニングイベントが

行われ、日南町からもイベントに参加しました。オー

プニングイベントでは、中村町長が祝辞を述べたほか、

道の駅にちなん出荷者協議会も出店し、日南町産米と

土佐清水市の宗田節を使ったおにぎりなどの無料配布

や、香茸おこわの販売を行いました。

　道の駅にちなん日野川の郷と道の駅めじかの里土佐

清水は、ともに香川県坂出市の㈱サクセスが指定管理

者となっており、同社を通じて交流を行っています。

　日南町と土佐清水市は、今後も産業振興等の情報共

有や互いの市町の魅力

発信を行い、双方の道

の駅が発展するよう、

協力・連携しながら交

流を深めていくことと

しています。

４

開業100周年　生山駅がアツい！！
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こ
の
数
年
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
も
５
月
８
日
か
ら
５
類
感
染
症
に
な

り
、
忘
却
の
彼
方
に
あ
っ
た
日
常
が
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
５
期
生
も

入
学
か
ら
ひ
と
月
が
経
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日

南
町
の
暮
ら
し
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
本
年

の
学
生
は
社
会
人
経
験
者
が
多
く
、
学
生
の

ほ
と
ん
ど
が
日
南
町
に
移
住
し
て
１
年
間
林

業
を
学
び
ま
す
。
４
月
後
半
か
ら
は
本
格
的

な
実
習
も
始
ま
り
、
慣
れ
な
い
山
で
の
作
業

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
林
業
を
学
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
同
様
、
日
南
町
の
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
も
開
校
以
来
５
年
が
経

ち
、
39
名
の
卒
業
生
が
神
奈
川
・
愛
知
な
ど

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
南
町
で

林
業
に
従
事
す
る
卒
業
生
も
、
地
元
出
身
者

だ
け
で
な
く
首
都
圏
か
ら
の
移
住
者
も
含
め

10
名
を
超
え
ま
し
た
。
日
南
町
に
残
っ
た
卒

業
生
の
中
に
は
、
子
ど
も
が
誕
生
し
た
者
も

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー  

T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

５
期
生
の
実
習
ス
タ
ー
ト

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

あ
り
、
地
域
住
民
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し

な
が
ら
日
南
町
で
の
定
住
を
決
め
た
者
も
お

り
ま
す
。
設
立
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
日
南

町
の
林
業
の
担
い
手
確
保
と
と
も
に
、
卒
業

生
を
全
国
に
輩
出
し
日
本
の
山
を
護
る
と
い

う
目
標
を
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
一
所
懸
命
に
、
学
生
一
人
ひ
と

り
に
親
身
な
指
導
を
心
掛
け
、
日
南
町
で
日

本
林
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

 広報にちなん令和５年６月　  10

　
い
よ
い
よ
稲
作
が
忙
し
く
な
る
季

節
で
す
ね
。
イ
ノ
シ
シ
が
田
ん
ぼ
を

狙
う
の
は
乳
熟
期
の
７
月
頃
で
す
が
、

植
え
た
直
後
の
苗
を
食
べ
る
中
型
動

物
ヌ
ー
ト
リ
ア
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
、
明
治
38
年

頃
に
南
ア
メ
リ
カ
か
ら
毛
皮
や
食
肉

目
的
で
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
生
物
で
、

見
た
目
は
大
き
な
ネ
ズ
ミ
に
似
て
い

ま
す
。
現
在
、
日
野
郡
内
で
の
ヌ
ー

ト
リ
ア
被
害
は
以
前
に
比
べ
減
少
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
時
々
ヌ
ー
ト
リ
ア

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
主
に
河
川
や
水
路
、

た
め
池
な
ど
に
住
み
着
く
の
で
、
こ

れ
ら
の
水
場
近
く
に
あ
る
水
田
で

ヌ
ー
ト
リ
ア
被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
い
ざ
苗
を
食
べ
ら
れ
た
際
に
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
の
犯
行
か
見
分
け
る
ポ

イ
ン
ト
は
食
べ
跡
と
足
跡
で
す
。

　
ヌ
ー
ト
リ
ア
が
食
べ
た
苗
の
食
べ

跡
は
、
鋭
い
刃
物
で
す
っ
ぱ
り
切
っ

た
よ
う
な
切
り
口
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
は
水
掻
き

が
発
達
し
た
後
ろ
足
と
長
い
し
っ
ぽ

が
あ
る
の
で
、
足
跡
の
間
に
し
っ
ぽ

を
引
き
ず
っ
た
細
い
線
が
残
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
防
護
対
策
と
し
て
は
、
中
型
動
物

対
策
で
お
な
じ
み
の
ネ
ッ
ト
と
電
気

柵
を
組
み
合
わ
せ
た
『
楽
落
く
ん
』

が
効
果
的
で
す…

が
、
広
い
水
田
に

設
置
す
る
の
は
か
な
り
大
変
で
す…

。

　
外
来
生
物
で
あ
る
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
、

駆
除
に
よ
り
日
本
か
ら
い
な
く
な
る

の
が
理
想
で
す
。
「
被
害
現
場
が
水

場
に
近
い
・
苗
が
刃
物
で
切
ら
れ
た

よ
う
・
水
掻
き
の
つ
い
た
足
跡
・

し
っ
ぽ
を
引
き
ず
っ
た
よ
う
な
線
が

あ
る
」
と
い
っ
た
場
合
は
、
役
場
農

林
課
ま
た
は
当
協
議
会
に
ご
相
談

を
！

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート
第23回
苗を食べる
外来生物

ヌートリアの食べ跡
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温
暖
化
が
進
み
、

熱
中
症
の
危
険
が
高

ま
る
期
間
が
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
は
５
月
か
ら
熱
中

症
に
よ
る
救
急
搬
送

や
死
亡
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
地
方
気
象
台
の
観
測
で
は
、
過
去
50

年
間
で
桜
の
開
花
が
１
週
間
早
ま
り
、
カ
エ

デ
の
紅
葉
は
２
週
間
遅
く
な
っ
て
お
り
、
夏

の
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶

屋
の
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
で
は
、
平
均
気
温
が

過
去
44
年
間
で
１
℃
以
上
の
上
昇
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
熱
中
症
の
危
険
は
年
々
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
熱
中
症
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と
き
、
鳥
取

県
や
環
境
省
、
気
象
庁
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る

情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
情
報
が

発
表
さ
れ
た
と
き
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
中
症
警
報

　
前
日
の
予
報
で
予
想
最
高
気
温
が
30
℃
以

上
の
場
合
に
、
鳥
取
県
が
発
令
し
ま
す
。

●
熱
中
症
特
別
警
報

　
前
日
の
予
報
で
予
想
最
高
気
温
が
35
℃
以

上
の
場
合
に
、
鳥
取
県
が
発
令
し
ま
す
。

●
熱
中
症
警
戒
週
間

　
向
こ
う
１
週
間
の
予
想
最
高
気
温
が
30
℃

以
上
の
日
が
５
日
以
上
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

鳥
取
県
が
発
表
し
て
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま

す
。 熱

中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

●
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

　
熱
中
症
と
の
相
関
が
高

い
「
暑
さ
指
数
」
を
も
と

に
、
環
境
省
と
気
象
庁
が

発
表
し
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防

　
熱
中
症
の
予
防
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

「
危
険
な
暑
さ
を
避
け
る
」
こ
と
で
す
。
水
分

補
給
や
休
憩
も
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
熱
中
症
の
危
険
が
高
い
時
に
は
、
次

の
よ
う
な
積
極
的
な
熱
中
症
予
防
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

①
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
部
屋
の
中
で
も
エ
ア
コ
ン
や
ク
ー
ラ
ー
、
扇

　
風
機
を
使
っ
て
涼
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
を
と
り

　
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
、
の

　
ど
の
渇
き
に
気
づ
き
に
く
い
の
で
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

④
家
族
や
身
の
回
り
の
人
同
士
で
熱
中
症
に
気

　
を
付
け
る
よ
う
声
を
掛
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が
い
が
あ
る
人
、

　
体
調
が
悪
い
人
な
ど
は
熱
中
症
に
な
り
や
す

　
い
の
で
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

⑤
屋
外
で
人
と
の
距
離

　
が
十
分
と
れ
る
と
き

　
は
マ
ス
ク
を
外
し
ま

　
し
ょ
う
。

日野高ニュース

　今年の桜の花は駆け足で過ぎ去りましたが、県内外から令
和5年度の新入生が日野の地に集まってくれました。
　19名の新入生は、緊張した面持ちで新しい制服に身を包
み、入学式に臨みました。坪倉校長は式辞の中で、「努力は
人を裏切らない。壁にぶつかっても乗り越えられる力にな
る。いろいろなことに果敢に挑戦してほしい」と思いを伝え
ました。生徒のみなさん、日野高校で多くの出会いを経験
し、未来の自分を創造していきましょう。

令和５年度 入学式

　入学式の翌日は対面式が行われました。
　２・３年次生が新入生を拍手で体育館に迎え、はじめに校歌を新入生に紹介し
ました。坪倉校長と生徒会長（２年次生）の萩原敬介さんが歓迎の挨拶をした
後、１年次生の花岡希星さんが新入生代表として挨拶しました。その後、先生方
が一人ずつ紹介され、今年の日野高校の全生徒・全教職員が一同に対面しまし

対面式
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　国税庁では、税務職員を募集しています。採用試

験の募集要項は次のとおりです。税のスペシャリス

トを目指して、ぜひ受験してください。

●受験資格

　①令和5年4月1日において、高等学校または中等

　　教育学校を卒業した日の翌日から起算して３年

　　を経過していない者（令和２年４月１日以降に卒

　　業した者が該当する。）及び令和６年３月までに

　　高等学校または中等教育学校を卒業する見込みの者

　②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者

●試験の程度　高校卒業程度

●受験申込方法

　原則としてインターネットにより申込みを行ってください。

　≪申込専用アドレス≫

　https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

●受験申込受付期間

　６月19日（月）9：00～６月28日（水）

　（６月28日までに申込データを受信完了したもの

　に限り受け付けます。）

●試験日程

　≪第1次試験≫

　　試 験 日　９月３日（日）

　　試 験 地　鳥取市・松江市・岡山市・広島市・山口市

　　　　　　　（人事院中国事務局が管轄する試験地）

　　試験種目　基礎能力試験・適性試験・作文試験

　　合格発表　10月５日（木）

　≪第2次試験≫

　　試 験 日　10月11日（水）から10月20日（金）

　　　　　　　までのうち、指定する１日

　　試 験 地　第１次試験合格通知に併せて通知

　　試験種目　人物試験・身体検査

　　合格発表　11月14日（火）

□問 広島国税局総務部人事第二課試験研修係

　　TEL：082-221-9211（内線3743・3635）

　  米子税務署総務課　TEL：0859-32-4121

税務職員募集募集

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　ポリテクセンター米子では、求職者の方を対象に

ものづくりの技能・技術および専門知識を身につけ

る訓練を行っています。初心者の方も基礎から学べ

るので安心です。また、就職支援のシステムも充実

しています。手に職をつけたい、自分に足りないと

ころを身につけスキルアップしたい方におすすめの

訓練です。

≪7月入所生（離職者対象）募集≫

①ビジネススキル講習付CAD・NC加工技術科

　●定　　員　5人

　●訓練期間　7 月 4 日（火）～令和 6 年 1 月 29 日（月）

②電気設備施工科

　●定　　員　10人

　●訓練期間　7月4日（火）～12月25日（月）

③住宅リフォーム技術科

　●定　　員　15人

　●訓練期間　7月4日（火）～12月25日（月）

①②③共通

　●応募期限　6月20日（火）まで

　●入所資格　求職中の方

　●受 講 料　無料（テキスト代等の実費は自己負担）

　●参考

　　雇用保険受給資格者で一定の要件を満たす方は、

　　訓練最終日まで受給期間が延長されます。雇用

　　保険受給資格者以外の方も一定の要件を満たせば、

　　職業訓練受講給付金を受給しながら受講できます。

　　詳しくはハローワークにお問い合わせください。

見学会（6 月 14 日・6 月 30 日）・体験会（6 月 7 日）

も開催しますので、ぜひお越しください。

□申 最寄りのハローワーク

　（ハローワーク根雨　TEL：72-0065）

□問 ポリテクセンター米子　訓練課

　　TEL：0859-27-5115

公共職業訓練の受講生募集募集

　労使ネットとっとりでは、下記のとおり相談会を

開催します。無料・秘密厳守で相談をお受けします

ので、お気軽にご利用ください。

□日 6月25日（日）10：00～15：00

 　 （６月21日  17：15までに要予約）

□場 国際ファミリープラザ（米子市加茂町2丁目180）

□内 解雇、雇止め、賃金未払い、労働時間、有給休暇、

　 パワーハラスメントなど労働問題全般

※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、中止することがあります。

□申 ･□問 労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会）

　　　　TEL：0120-77-6010

日曜労働相談会お知らせ
　厚生労働省では、旧主要戦域や抑留地、遺骨収容

のできない海上において、戦没者を慰霊するため慰

霊巡拝の実施を予定しています。

●対 象 者　戦没者の配偶者・父母・子・兄弟姉妹・孫・甥・

　　　　　　姪、参加遺族（子・兄弟姉妹）の配偶者

●巡拝地域　旧ソ連、中国東北地方、南方諸島、硫

　　　　　　黄島（地域情勢により変更あり）

●参加費用　海外地域：約25万円～40万円

　　　　　　硫 黄 島：約5千円～3万円

※新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、

　実施を見合わせる場合があります。

□問 鳥取県福祉保健課　TEL：0857-26-7145

　  役場福祉保健課　　TEL：82-0374

令和5年度慰霊巡拝お知らせ



13　  広報にちなん令和５年６月 □日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　放送大学は令和５年 10 月の入学生を募集してい

ます。松江市でも入学説明会・相談会を開催しますの

で、ぜひご参加ください（事前申し込みが必要です）。

□日 6 月 25 日（日）・8 月 6 日（日）・9 月 3 日（日）

　  いずれも10：00～・14：00～の2回

□場 放送大学島根学習センター

　（松江市白潟本町43 スティックビル4階）

●出願期間

　第 1 回 8 月 31 日（木）まで／第 2 回 9 月 12 日（火）まで

　（インターネット出願も受け付けています）

□問 放送大学島根学習センター

　  TEL：0852-28-5500　　

　  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/shimane/

放送大学10月入学生募集募集

　労働保険の年度更新手続きの時期となりました。事業主のみなさんは、6 月 1 日（木）から 7 月 10 日（月）ま

での間に申告・納付手続きをお願いします。申告書は、電子申請のほか、県内各所に設ける集合受付会場、鳥取

労働局、最寄りの労働基準監督署、金融機関、郵便局等で受付します。申告書の作成には厚生労働省ホームペー

ジにある「計算支援ツール」をご利用いただくと便利です（厚生労働省ホームページのサイト内検索にて「計算

支援ツール」と検索してください）。

　なお、令和 4 年度の雇用保険料率が年度中途（10 月 1 日）に変更されたことに伴い、申告書の様式や計算方

法が例年とは異なります。詳しくは厚生労働省ホームページまたは各事業場へお送りする「令和 5 年度労働保

険年度更新申告書の書き方」等をご確認ください。

●集合受付開催日程（西部会場）

□問 鳥取労働局労働保険徴収室　TEL：0857-29-1702

事業主のみなさんへ 労働保険の｢年度更新｣手続きをお願いしますお知らせ

6月 ９日（金）

6月14日（水）

6月15日（木）

6月21日（水）

6月22日（木）

6月29日（木）

7月10日（月）

　3 月 27 日から、パスポートの申請がオンラインでできるようになりました。手続きには、政府が運営するマ

イナポータルとマイナンバーカードを利用します。これまで、紙の申請書による申請では、申請時と受取時の計

2 回窓口へ出向く必要がありましたが、オンラインで申請を行えば、受取時の 1 回のみ窓口に行けばよいこと

になります（これまでどおり紙の申請書でも申請できます）。

≪電子申請の対象≫

　新規申請、切替更新、氏名など記載事項変更や査証欄が不足する場合

※鳥取県に住民登録があり、マイナンバーカードに最新の住民登録情報が反映されている必要があります。

※新規申請や記載事項変更の場合は、戸籍謄本を窓口に簡易書留で郵送する必要があります。

※15歳未満の方は親権者の方が代理申請する必要があります。

□問 役場住民課　TEL：82-1112

パスポートの申請がスマホで可能に！お知らせ

10：00～15：00

10：00～16：45

 9：30～15：00

10：00～16：45

 9：30～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

米子コンベンションセンター

米子コンベンションセンター

境港商工会議所

米子コンベンションセンター

日野町山村開発センター

米子コンベンションセンター

米子コンベンションセンター

日付 時間 場所

　国民年金保険料は、現金、口座振替、クレジット

カード、Pay-easy等による納付に加え、新たにス

マートフォンアプリを使用したキャッシュレス決済

での納付が利用できるようになりました。

●アプリでの支払い方法

　国民年金保険料の納付書（「領収（納付受託）済

　通知書」）のバーコードを、決済アプリで読み取

　ることによって支払いができます。

●対象の決済アプリ

　au PAY、d払い、PayB、PayPay

□問 米子年金事務所

　  TEL：0859-34-6111

国民年金保険料がスマートフォン
アプリで納付できるようになりました！

お知らせ

計算支援ツール

申告書の書き方
パンフレット
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話
。
鳥
取
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で
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手
話
言
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、
手
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を
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　４
日（
日
）・
18
日（
日
）14
時
〜
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時
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分

　場
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文
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ー
第
３
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【
問
合
せ
】

　石
田
由
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（
０
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０-

３
０
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９
９
３
３)

　浅
野

　博
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９
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１
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８
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「手話表現には、色々な表現方法があります。」

６
月
の
日
程

両手の人指し指を
前後に置き、指先
を同時に上げる。

掌を上に向け左から
右へ波状に動かす。

広
報
文
芸

「
釣
り
」

「
水
・
水
曜
日
」

「
川
・
河
」

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
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個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

＝
①
人
名
や
地
名
な
ど
に
使
う

②
自
然
の
川
や
水
・
水
曜
日
に
使
う
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（令和５年４月16日～令和５年５月15日受付分）

令和５年４月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,895 （＋  9）  ■人 口  4,082 （ ＋  1）
■    男 1,936 （＋  4）  ■　  女  2,146 （ −  3）

お悔やみ申し上げます

氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

山　田　八重子　　100歳　　　 生　山
花　倉　達　美　　 94歳　　　 萩　原
西　村　友　昭　　 92歳　　　 萩　原
柴　田　俊　朗　　 73歳　　　 神戸上
西　村　耕　基　　 67歳　　　 豊　栄
宇　田　冨美惠　　 96歳　　　 上石見
谷　田　福　松　　 92歳　　　 中石見
絹　谷　秀　視　　 71歳　　　 新　屋

ご結婚おめでとうございます

氏　　名　       　　       　　　    　　　   住　所

増　田　有　司　　 　　　神　福
（石飛）　明日香 阿毘縁

　町内では、多くの田んぼが田植えを終え、山の木々や
野原の草の緑色がまぶしい季節となりました。そんな
今月号の表紙は、印賀の田園風景です。

　実は、私は印賀在住なのですが、この表紙の風景が大好
きです。印賀のこの辺りの田んぼは、1枚1ヘクタールほど
の面積があり、田んぼが大きなスクリーンとなって水鏡に
景色が映り込みます。南側に見える八幡山や、沈んでいく
夕日が水鏡に映った光景は本当に美しく、この町に暮らし
ていてよかったなぁと思う瞬間のひとつです。

　また、清らかな水が田んぼに張られ、それが目に見える
範囲いっぱいに広がっている様子を見ていると、とても豊
かな気持ちになります。

　稲が大きく育ってくるとこのような景色は見られなくな
りますが、夏には力強い稲が風に揺れる姿に力をもらうこ
とができ、秋には黄金色に実った稲穂にまた惚れ惚れとし
ます。そしてもちろん、稲刈り後の新米は…格別ですよね。

　このような景色やおいしいお米を守り続けてくださる
農家のみなさんに感謝です。今年も無事に実りの秋が来ま
すように。

　　　　　　　　　　　　地域づくり推進課　広報担当者

編集後記

「広報にちなん」に広告を掲載しませんか？広 告 募 集
　日南町では、自主財源確保の一環として、また、町民のみなさんの暮らしに役
立つ情報の提供や町内事業者等の振興を図るため、「広報にちなん」に掲載する
有料広告を募集します。
　「広報にちなん」は、日南町内の約1,850世帯に配布しており、町内の多く
の方が目にする媒体です。この「広報にちなん」を活用して、企業や商品のPR
をしてみませんか？

広告枠　1枠：縦65mm×横90mm
　　　　2枠：縦65mm×横185mm
掲載料　各号1枠あたり
　　　　町内事業者：3,000円
　　　　町外事業者：5,000円
【問合せ・申込み】
  役場地域づくり推進課　TEL：82-1115

　「広報にちなん」をより良い広報誌にしていくため、みなさんからの
ご意見・ご感想・ご要望などを募集しています。
　ご意見等をお送りいただいた方の中から抽選で、たったもカードの行政
ポイント300ポイントをプレゼントします！

「広報にちなん」へのご意見・ご感想・ご要望をお寄せください！

≪応募方法≫
手紙またはハガキに以下の項目をご記入のうえ、地域づくり推進課広報担当へお送りください。
①住所　②氏名　③電話番号　④「広報にちなん」への意見・感想・要望など
送り先：〒689-5292　日南町役場　地域づくり推進課　広報担当

300ポイ
ント

プレゼン
ト！



■編集･発行　日南町 地域づくり推進課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

＃大好きにちなんちょう
町公式インスタグラムに掲載した写真をちょこっとご紹介
インスタグラムは随時更新していますので、
ぜひフォローしてみてください！

登上!!


